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日本のリハビリテーション
貢献

　ちょうど、この巻頭言執筆依頼をメールで受け
取った日はケニアでいつもの無償巡回診療を実施
していました。その後、カタールのドーハ経由で
帰国する日にイランから爆撃を受けました（ドー
ハ空港にいました）。幸いにも飛行機が飛び立ち
帰国できましたが、間一髪でした（帰国後知った
事実です）。
　世界各地において理不尽な事がごく普通に起き
ています。戦争が始まると多くの方が死傷し安定
した医療が止まります。人を助ける仕事をしてい
るのに虚しさを感じます。ケニアのスラム街も同
様です。生まれた場所が違うだけでこんなに理不
尽な事があって良いのかと。ケニアでは『死』は
極めて身近な出来事です。昨今はケニアだけでは
ありません。昨日まで元気だったのに今日亡くな
る事は普通に起きています。縁あって昨年からウ
クライナ戦争による傷病兵のサポートの手伝いを
しています（JICA事業）。日々、多くの軍人が地
雷で四肢を吹き飛ばされて（運が悪いと脊損にな
る）います。急性期加療は近隣諸国（日本でも防
衛医大とその関連病院で受け入れています）で実
施していますが、問題はその後です。義手義足を
作成し、いかに社会参加（社会復帰）するかが極
めて大きな課題となっています。それこそ、日本

のリハビリテーションの出番であり得意とする分
野です。出来る限りの事はしたいと考えていま
す。様々な海外支援を実施していると日本がいか
に幸せな国であるかと言う事を思い知らされま
す。もし、興味があれば連絡ください。
　UHC（Universal Health Coverage）の観点か
ら総合的に見ると日本の医療は世界一です。当然
ですが、リハビリテーション医療もです。保険診
療報酬改定の度に厳しい状況に晒されますが、国
民皆保険制度を維持するための方法論として仕方
がないのかと思いますが、皆さんはどう思われ
ますか？ それでも何とか様々な方法論を駆使し
て未来永

えい

劫
ごう

この制度を維持しないといけません。
少々きつい思いをしてもなんとか乗り切るしかな
いと思っています。周囲の医療機関が複数閉院し
ています。大分市内でもこのような状況なので郡
部は言わずもがなです。それに伴って、M&Aが
横行しています。医療機関以外の県外資本に乗っ
取られかねない現状です。着実に医療崩壊が進ん
でいます。皆さんの地域では如何でしょうか？ 日
本リハビリテーション病院・施設協会に所属する
各医療機関が一体となって乗り切らねばならない
と危機感を感じているこの頃です。

巻頭言
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※このページ以降の誌面をご覧いただく場合は、
当協会への入会が必要です。 

ご入会のお手続きは下記へ 
↓ 

【入会について】 
https://www.rehakyoh.jp/about-join




